
☑

☑

☐

☑

☑

☑

☐

☑

☐

☑

☑

☐

☑

☑

☑

☐

☑

☐

経済

環境

事業者名 株式会社 アパレル福屋

当社の経営理念の第一は「貢献」です。ユニフォームを通して会社・お客様・社員がお互いに「貢献の輪」で
繋がることで、会社の発展に寄与していきたいと思っています。ユニフォームは会社を強くし、社員を健
やかにします。ユニフォームの力で、グループ会社を挙げて持続可能な開発目標の達成に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

顧客の不要になった制服のリサイクル回収を促進
することで、廃棄物の削減、CO2の削減、水排出
の削減に貢献する。

顧客からの注文をWebで行うWeb受注システム
を導入予定。システム導入により顧客の利便性を
高め紙使用の削減を図る。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

アイトス株式会社を介してのBRINGプロジェクト参加。リサイクル活動の推進。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

顧客の不要になった制服のリサイクル回収を促進するこ
とで、廃棄物の削減、CO2の削減、水排出の削減に貢献し
ます

リサイクル参加先を現在の13件
から2025年までに40件に増
やす（年間目標8件程度の増加）

人財育成の推進

社会

経済

環境

社会

経済 30名/年
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2024年度までにシステムの開
発を完了します
（2025年度中に導入）

前期の指標に対する実績

顧客からの注文をウェブで行う、ウェブ受注システムを開
発中であり、システム導入により顧客の利便性を高め、紙
使用の削減を図ります

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

現在基幹システム導入計画（2025年8月導入予定）して
おり、Webシステムについては2025年12月の予定のた
め、未達である。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 連邦・多角化経営習得のため北海道へ8名派遣、中小企業
大学校人吉校へ7名派遣し総勢15名となり達成できた。

総勢15名を派遣

a モデルチェンジ時のユニフォームメーカーとの制約があり
採択に至っておらず、未達である。

項目 システム開発

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

人財育成の推進 現状（2025年） 更新時（3年後）

23件

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

15名/年

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

・年間教育研修費を2025年ま
でに2倍にします
・外部研修への年間派遣者を毎
年5名、3年間で延べ15名にし
ます

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

基幹システム導入による準備段
階

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 リサイクルシステムの利用先

現状（2025年） 更新時（3年後）

23先

2025年12月予定 完全稼働

項目 外部研修派遣

40先


